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論　　文　　の　　要　　旨

（1）研究の意義1目的

　　体育科学が対象とする身体運動には種々あるがヨそれらの運動を成就する時に必要とされる運

　動技術の体系は今日比較的明確に樹立されている。人はこれを学習しヨ自己の能力として獲得し写

　その能力の発揮によって運動を成就すると考えられる。学習され能カとして獲得されものの体系

　は技術の体系と同一ではない。かかる能力領域は運動技能と呼ばれ、異る運動やスポーツの成就

　には異る技能体系が必要である。ある種の運動やスポーツの成就に必要な技能体系における技能

　要素ヨ及びそれを支える基礎的能力要素の相互関連はヨ本研究でとりあげた水泳のみならずラ他

　のすべての運動，スポーツ種目についても明確にされて来てはいない。すなわち，運動やスポー

　ツ技能の構造はいまだ合理的方法論によって検討されてはいない。かかる検討は有効な運動1ス

　ポーツ技能の指導法の確立には不可欠のものである。

　　本研究は以上の点をふまえてヨ水泳をとりあげラ水泳運動に関与する技能及び基礎的身体的能

　力がいかなる相互関係をもって水泳能力全体を構成しているのか、いかなる能力領域が存在する

　のかヨこれらの能力構造が発育によってヨ技能程度の差によって。性によってどのように変化し

　ているのかを検討し雪より有効な水泳指導方法論確立を目指して行なわれた。
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（2）方　　　法

　　テスト項目の選択についてはラ運動能力一般についての構造モデルを水泳能力に適用しヨ基礎

　水泳技能里基礎運動要素室体格と身体機能の領域から99項目を選択し苧この99項目を学生153人

　の標本に適用し。得られた結果を用いてラ因子妥当性、信頼性を検討して73項目を選んで来てい

　る。このようにテスト項目の決定には厳格な手続を経ているといえよう。仮説に照らして事男子

　標本として小学生314年ヨ小学生516年，中学生，高校生、大学生の5年齢段階群ヨ女子標

　本としてヨ小学生314年ラ小学生516年ヨ中学生、高校生1大学生の4年齢段階群にわけてヨ

　統計的推測に堪えうるよう標本の大きさを100を超えるよう配慮している。さらに，技能差を検

　討するためにヨ小学生41516年生についてのみ3技能レベル群の標本を得ている。

　　能力構造を因子分析の立場から見るためラ種々のモデルを検討しヨ水泳能カの特質う仮説に照

　らしてヨより多くの情報をひき出しうると考えられる階級的因子モデルーを採用しヨこのモデルに

　適切と考えられる因子分析的技術として主因子解に対して因子の直交廻転に工夫をこらしたROT○一

　HIST（Rotatioa　to　H量erarchico1Struct岨e）法を用いている。これらの因子分析法を各標本か

　ら得られた次数73の相関行列に適用してヨ各標本毎に能カ要素（因子）の系統樹木図を描きラこ

　の樹木図を仮説検証の考察の資料としている。

（3）結　　　果

　①男子における因子構造の年齢差についてラ水泳運動成就にもっとも関与の高き能カ領域は分

　　散量の評価からう小学生群ではスピード泳、体格ラ静的筋力冒中学生群ではヨスピード泳ヨ持

　　久泳，体格ヨ静的筋カヲ高校生群では水泳技能変量ラ体格ラ静的筋カヨ敏捷性，大学生群では

　　水泳技能変量，体格，のそれぞれの変量によって測定される能力の共通能力領域である事を見

　　出している。さらにヨ水泳技能領域の階級的構造から見た能力分化の年齢差としてはヨ小学校

　　314年生群と小学校516年生以上の4群との問で顕著な差が見られ雪後者の群でより分化

　　の程度が高いと推測している。さらに，仮定した下位能力領域についてもラその存在とラ存在

　　する場合には分化の程度の考察から、他の能カ領域との関連を考察し，その年齢差について詳

　　細に論じている。

　②女子についても男子と同様ラ水泳運動成就に関与する能カについて詳細に考察している。し

　　かし、能力の分化の様相は男子の様には明確でない事を見出している。

　③分散量のもっとも大きい能力領域は男女とも体格、水泳技能ラ静的筋カによって定義される

　　事を見出しておりラ小学校516年生以上の群では男子のほうが女子より分化した水泳技能構

　　造をもっていると考えられるがラ小学校314年生群では女子においてより多くの因子が抽出

　　されておりラしたがって。より分化していると推測される。さらにラ仮定された下位能力の存

　　在ヨ分化の程度，相互の独立性について階級的因子構造における因子の独立時点（廻転レベル）

　　を比較する事から性差を検討している。

　④技能レベノレの差異による因子構造については、小学校41516年生男子のみについて検討

　　しラ技能の高い群ではヨスピード泳う持久泳ラ体格，静的筋カヨ中程度ラ及び低い群では水泳

一85・一



　技能雪体格ヨ静的筋力のそれぞれが定義する能力領域が最大分散量をしめる事を示し，水泳運

　動成就に関与する能力の関与の程度の差異を示している。かつ。技能の高い群における能カの

　分化の程度は他の群より大である事から里技能の発達は構造分化の程度の進む事であると推測

　している。さらに，仮説的能カの存在の有無、存在する場合にはヨその能力の性質について。

　異る技能群間で比較しラ技能レベルの差によって水泳能力構成要素の差異がある事ヨ要素相互

　の関連にも差異のあることを詳細に検討している。

⑤以上の因子構造の年齢差ヨ性差ヨ技能差から、小学生雪技能の高い中学生ヨ技能の高い高校

　生1大学生に対する水泳指導の要点を示している。

審　　査　　の　　要　　旨

　運動ヨスポーツ技能の構造は今日まで問題にされながらも、客観的，合理的尺度によって検討さ

れて来てはいない。運動値スポーツ技能はそれらの技術を学習する事によって能力として獲得され

たものと考えられておりヨ技術の体系と同じではない。しかし，運動1スポーツの指導は技術の体

系に照らして実施されているのが実情である。

　本研究はラ以上の問題をふまえてヨ水泳をとりあげ、水泳能カの構造を因子分析の技法を駆使し

て検討している。著者は豊富な文献研究を通して，問題の意義を明らかにしヨ用語の概念規定を厳

格におさえ，整理して便用している。さらにヨテスト項目選択についてもヨ対象とするすべての標

本ではないが一部の標本を用いて因子妥当性、信頼性を検討するなど厳格な研究道具の選択を行っ

ている。さらに，因子モデルの選択，そのモデルに適合した因子分析技術の選択についてもヨ運動

能力に関する多くの因子分析的研究における方法論の検討から、仮説検討のための適合性を詳細に

検討し雪採用した方法を決定している等研究に対する厳格な態度がうかがわれる。本研究の成果は

水泳能力の能力構造を因子分析の立場から明らかにした最初のものであり、これは、他のあらゆる

運動1スポーツ技能の構造研究の先駆となるものである。かつヨこれほど多くの変量を用い，発達ラ

技能レベルの差雪性差への考慮も加えてラ構造を検討した最初のものでもある。しかし、かかる広

範な問題をとり扱っている事もあって，因子分析の結果の比較検討の段階で，いささか結果の解釈

の未消化な点がない訳ではない。また。技能レベルの差異の検討について男子小学校高学年標本の，

みを用いているがラすべての年齢段階標本を用いることによって官結果の一般化の可能性は増大す

るがヨこの点は今後の問題として著者に期待するのが適当と考えられる。しかしラ運動やスポーツ

技能の構造研究方法論に一つの有効な可能な方法を提供した意義は大きいと考えられる。勿論，本

研究で駆使した多変量統計解析技法が唯一のものではないがヨ他の方法を便用して本研究の一般化

は保証される事になるであろう。しかしヨ著者は第二種の誤差を小さく保証するように，各標本毎

に大きさを100以上にするよう努力している点、及びすべての計算処理を自身でプログラムしてい

る点から十分統計処理の限界を認識しながら適切に便用していると考えられる。
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　以上の事から。本研究は運動やスポーツ技能及び能力の構造研究の一つの先駆的研究でありラこ

の領域の研究に多大な示唆を与えるものといえる。さらにヨ運動やスポーツ指導方法論に新しい合

理的な新しい資料を提供しうるものとして期待できるものであると考えられる。

　よってヲ著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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